
 
 

研究期報№119 

コンクリート構造物の長期活用評価技術を踏まえた 

余寿命診断に関する研究（その１） 

 
 
目  的 

四国電力の原子力・火力発電所における沿岸部コンクリート構造物は，高経年

化および一部では塩害劣化が顕在化している。このような構造物への適切な余

寿命診断のためには，塩害劣化進行の正確な予測が必要である。 

本稿では，今回構築した劣化進行予測手法等を用いた電力設備コンクリート

構造物に適した長期活用評価技術について報告する。 

 
主な成果 

1. 塩害劣化進行予測手法の構築に関する検討 

塩害劣化進行は，一般的に鉄筋腐食量の増加によって評価される。本稿では，

鉄筋腐食量に影響する様々な要因を定量化することを目的としている。主な要

因である塩化物イオン浸透の見掛けの拡散係数，鉄筋腐食速度，鉄筋腐食量等を

図 1 に示すとおり塩害劣化進行過程の各段階で考慮し，各要因の算定方法等に

ついて検討した。 

 

 
 
 
 

図 1 塩害劣化進行過程 

 
2.  鉄筋腐食速度評価式 

 本稿においては，長期間にわたる暴露試験によって実際の鉄筋腐食進行を測

定し，その実験結果から，鉄筋腐食進行に影響する様々な要因を抽出，各要因と

鉄筋腐食の関係をニューラルネットワーク解析に学習させて，影響要因と鉄筋

腐食速度の関係を定量化した。進展期におけるコンクリート温度と塩化物イオ

ンの影響を考慮した腐食速度にさらにコンクリート品質の影響を考慮した腐食

速度を次式とした。 
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t1
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t0 t0：塩化物イオンの浸透
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ここで，  　　　 　　　　： コンクリート温度と塩化物イオン濃度とコンクリート

　　　　　　　　　 品質の影響を考慮した腐食速度（mg/cm
2
/年）

基準腐食速度R0　：　21.33mg/cm
2
/年

　　　　　　　　：　温度影響を表す項

　　　　　　　　：　温度

　 　　　　　　　　：　塩化物イオンの影響を表す項

　　　　　　　　：　腐食発生限界塩化物イオン濃度（kg/m3
）

　　　　　　　　：　コンクリート品質の影響を表す項

　　　　　　　　：　調査時点の経過年数（年）

　　　　　　　　：　経過年数　年時点での塩化物イオンの見掛けの拡散係数（cm
2
/sec）
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 加速期においては，腐食ひび割れの進展程度によっては，さらに腐食ひび割れ

が発生するため，鉄筋腐食速度は，ひび割れの無い進展期よりも早くなる可能性

を考慮し，鉄筋腐食速度が加速される第 2 加速期の検討を実構造物の結果も踏

まえて実施した。腐食ひび割れ発生後の第 1 加速期の腐食速度は進展期の 3.9

倍，その後に鉄筋間ひび割れが貫通後の第 2 加速期の腐食速度は 3.9×5 倍と

なったことから，腐食ひび割れ進展を考慮した塩害劣化進行予測手法を構築し

た。 

 
 
 
 
 

図 2 鉄筋間ひび割れを考慮した塩害劣化進行過程 

 
 実務上，劣化期の鉄筋腐食調査において，複数鉄筋の平均断面減少率が 20%を

超えると，部材としての曲げ耐力は限界に近い状態となっていることが考えら

れる。 
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